
(57)【要約】

【課題】本発明はデータラインと画素電極の間の寄生容

量を効果的に下げることができ、さらに、妨害現象を減

らすことができ、かつ、共通電極とデータラインの間の

電流漏れの現象を減らすことができ、かつ、共通電極と

データラインの間に形成された寄生容量の値をより小さ

くして、データラインの信号電圧の遅延現象を改善する

ことができる液晶表示装置を提供することを目的とする

。

【解決手段】本発明の液晶表示装置は、データラインの

近くの部分の共通電極の間に少なくとも一つのデータラ

インと互いに交差する電気接続物が設けられている。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 側 基 板 と 、 上 側 基 板 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 下 側 基 板 と 、 前 記 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ
た 液 晶 層 と を 有 し 、 前 記 下 側 基 板 の 上 方 に 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン と が 形 成 さ
れ 、 二 つ の 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン と 二 つ の 隣 接 す る デ ー タ ラ イ ン に よ り 一 画 素 領 域 が 包 囲
さ れ て お り 、 前 記 画 素 領 域 は 共 通 電 極 と 画 素 電 極 と を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記
デ ー タ ラ イ ン の 近 く の 部 分 の 前 記 共 通 電 極 の 間 に 少 な く と も 一 つ の デ ー タ ラ イ ン と 互 い に
交 差 す る 電 気 接 続 物 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 気 接 続 物 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 互 い に 交 差 す る 横 線 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 共 通 電 極 と 前 記 デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 絶 縁 層 が 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 画 素 領 域 は さ ら に 前 記 共 通 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 他 の 共 通 電 極 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 他 の 共 通 電 極 は デ ー タ ラ イ ン と 互 い に 交 差 す る 電 気 接 続 物 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 他 の 共 通 電 極 は 透 明 導 電 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 共 通 電 極 は 一 つ の ゲ ー ト ラ イ ン に 平 行 な 横 線 と 複 数 の デ ー タ ラ イ ン に 平 行 な 縦 線 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 画 素 電 極 は 一 つ の ゲ ー ト ラ イ ン に 平 行 な 横 線 と 複 数 の デ ー タ ラ イ ン に 平 行 な 縦 線 を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 縦 線 は 直 線 状 、 折 れ 線 状 又 は 曲 線 状 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は ８
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｉ Ｐ Ｓ (イ ン ・ プ レ ー ン ・ ス イ ッ チ ン グ )方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 平 面 表 示 装 置 の 一 例 で あ り 、 数 十 年 の 発 展 を 経 て 、 ノ ー ト パ ソ コ ン の 分
野 に お い て 利 用 さ れ て い る だ け で は な く 、 モ ニ タ ー 、 テ レ ビ 及 び デ ス ク ト ッ プ 型 パ ソ コ ン
の 分 野 に お け る シ ェ ア が ま す ま す 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 狭 い 視 野 角 特 性 と い う 欠 陥 を 解 決 す る た め 、 多 く の 会 社 は 広 い 視
野 角 特 性 の 技 術 を 研 究 ・ 開 発 し て い る が 、 そ の 中 で も Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は か な
り 優 れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 の Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 、 対 向 配 置 さ れ た 一 つ の 上 側 基 板 及 び 一 つ の 下 側
基 板 と 、 前 記 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 下 側 基 板 に 配 置 さ れ た 複 数 の 画 素 電 極
及 び 共 通 電 極 と を 備 え る 。 前 記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 は 同 じ 基 板 に 配 置 さ れ て い る の で 、 前

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-330674 A 2006.12.7



記 画 素 電 極 と 共 通 電 極 の 間 に 形 成 さ れ た 前 記 基 板 面 に 平 行 な 電 界 に よ っ て 、 前 記 液 晶 層 内
の 液 晶 分 子 が 動 か さ れ る も の で あ り 、 広 い 視 野 角 特 性 、 高 い 発 光 効 率 及 び 高 い コ ン ト ラ ス
ト 優 れ た 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 一 種 の Ｉ Ｐ Ｓ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 下 側 基 板 の 一 画 素 領 域 の 構 成 を 示 す
図 で あ る 。 画 素 領 域 １ ０ は 、 二 つ の 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン １ １ と 二 つ の 隣 接 す る デ ー タ ラ
イ ン １ ２ と に よ り 包 囲 さ れ て お り 、 共 通 電 極 １ ３ 、 画 素 電 極 １ ４ 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素
子 １ ５ を 備 え る 。 ゲ ー ト ラ イ ン １ １ の 駆 動 信 号 電 圧 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １ ５ の ゲ ー
ト 電 極 １ ６ に 伝 送 さ れ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １ ５ の 開 閉 を 制 御 す る よ う に 、 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ 素 子 １ ５ が 開 い た 場 合 に 、 デ ー タ ラ イ ン １ ２ の 信 号 電 圧 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子
１ ５ の ソ ー ス 電 極 １ ７ に 伝 送 さ れ て 、 そ の 後 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １ ５ の ド レ イ ン 電 極 １
８ に よ り 該 信 号 電 圧 は 画 素 電 極 １ ４ に 伝 送 さ れ る 。 共 通 電 極 １ ３ は ゲ ー ト ラ イ ン １ １ に 平
行 し た 一 横 線 １ ３ ａ と 、 デ ー タ ラ イ ン １ ２ に 平 行 し た 複 数 の 縦 線 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ
を 備 え 、 画 素 電 極 １ ４ も ゲ ー ト ラ イ ン １ １ に 平 行 し た 一 横 線 １ ４ ａ と 、 複 数 の デ ー タ ラ イ
ン １ ２ に 平 行 し た 縦 線 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ 、 １ ４ ｄ を 備 え 、 か つ 、 共 通 電 極 １ ３ の 縦 線 １ ３ ｂ
、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ と 画 素 電 極 １ ４ の 縦 線 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ は 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 画 素 領 域 １ ０ が 作 動 す る 時 に 、 デ ー タ ラ イ ン １ ２ と 画 素 電 極 １ ４ の 縦 線 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ
は い ず れ も 電 圧 値 を 有 し 、 か つ 該 電 圧 の 大 小 は 作 動 し て い る 間 に 絶 え 間 な く 変 化 す る た め
、 デ ー タ ラ イ ン １ ２ と 画 素 電 極 １ ４ の 縦 線 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ の 間 に 寄 生 容 量 が 形 成 さ れ て お
り 、 デ ー タ ラ イ ン １ ２ と 画 素 電 極 １ ４ の 縦 線 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ の 中 の 電 場 は 互 い に 感 応 さ れ
て 妨 害 現 象 が 発 生 し 、 液 晶 表 示 装 置 の 優 れ た 品 質 に 影 響 を 与 え る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ は 、 従 来 の 他 の 一 種 の Ｉ Ｐ Ｓ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 下 側 基 板 の 一 画 素 領 域 の 構 成 を
示 す 図 で あ る 。 画 素 領 域 ２ ０ は 、 共 通 電 極 ２ ３ の 縦 線 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ が デ ー タ ラ イ ン ２ ２
の 上 方 に 設 け ら れ て お り 、 共 通 電 極 ２ ３ の 電 圧 は 固 定 値 な の で 、 共 通 電 極 ２ ３ と デ ー タ ラ
イ ン ２ ２ の 間 に 一 遮 蔽 電 界 が 形 成 さ れ て お り 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ２ と 画 素 電 極 ２ ４ の 縦 線 ２
４ ｂ 、 ２ ４ ｃ の 間 に 存 在 す る 寄 生 容 量 を 効 果 的 に 下 げ る こ と が で き 、 さ ら に 妨 害 現 象 を 減
ら す こ と が で き 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 品 質 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 共 通 電 極 ２ ３ 全 体 の 縦 線 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ が デ ー タ ラ イ ン ２ ２ の 上 方 に 設 け ら れ
て お り 、 か つ 絶 縁 材 を 利 用 し て 共 通 電 極 ２ ３ の 縦 線 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ と デ ー タ ラ イ ン ２ ２ が
仕 切 ら れ て お り 、 共 通 電 極 ２ ３ は デ ー タ ラ イ ン ２ ２ を 覆 っ て い る た め 、 共 通 電 極 ２ ３ と デ
ー タ ラ イ ン ２ ２ の 間 で 電 流 が 漏 れ 易 く 、 か つ 共 通 電 極 ２ ３ の デ ー タ ラ イ ン ２ ２ を 覆 う 面 積
を 大 き く す る と 、 共 通 電 極 ２ ３ と デ ー タ ラ イ ン ２ ２ の 間 に 比 較 的 大 き な 寄 生 容 量 が 形 成 さ
れ 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ２ の 信 号 電 圧 の 遅 延 現 象 が 発 生 し 、 こ れ に よ っ て 、 表 示 品 質 を 影 響 す
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 の こ う し た 課 題 を 解 決 し 、 表 示 品 質 に 優 れ た Ｉ Ｐ Ｓ 方 式 の 液 晶 表
示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 側 基 板 と 、 上 側 基 板 に 対 向
し て 配 置 さ れ た 下 側 基 板 と 、 前 記 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 と を 有 し 、 前 記 下 側 基
板 上 に 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン と が 形 成 さ れ 、 二 つ の 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン と
二 つ の 隣 接 す る デ ー タ ラ イ ン に よ り 一 画 素 領 域 が 包 囲 さ れ て お り 、 前 記 画 素 領 域 は 共 通 電
極 と 画 素 電 極 を 備 え 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 近 く の 部 分 の 共 通 電 極 の 間 に 少 な く と も 一 つ の
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前 記 デ ー タ ラ イ ン と 互 い に 交 差 す る 電 気 接 続 物 が 設 け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の デ ー タ ラ イ ン の 近 く の 部 分 の 共 通 電 極 の 間 に 少 な く と も 一 つ の デ ー タ ラ イ ン と
互 い に 交 差 す る 電 気 接 続 物 が 設 け ら れ て お り 、 従 っ て 、 該 共 通 電 極 と 該 デ ー タ ラ イ ン の 間
に 遮 蔽 電 界 が 形 成 さ れ て お り 、 デ ー タ ラ イ ン と 画 素 電 極 の 間 の 寄 生 容 量 を 効 果 的 に 下 げ る
こ と が で き 、 さ ら に 妨 害 現 象 を 減 ら す こ と が で き る 。 さ ら に 、 前 記 共 通 電 極 と 前 記 デ ー タ
ラ イ ン が 互 い に 重 っ た 部 分 は 、 デ ー タ ラ イ ン と 互 い に 交 差 さ れ た 電 気 接 続 物 の み で あ り 、
即 ち 、 そ の 重 な り 合 っ た 面 積 は よ り 小 さ い た め 、 共 通 電 極 と デ ー タ ラ イ ン の 間 の 電 流 漏 れ
の 現 象 を 減 ら す こ と が で き 、 か つ 、 共 通 電 極 と デ ー タ ラ イ ン の 間 に 形 成 さ れ た 寄 生 容 量 の
値 は よ り 小 さ く な り 、 デ ー タ ラ イ ン の 信 号 電 圧 の 遅 延 現 象 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置
１ ０ ０ は 、 上 側 基 板 １ １ ０ と 、 上 側 基 板 １ １ ０ に 対 向 し て 配 置 さ れ た 下 側 基 板 １ ２ ０ と 、
前 記 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ た 液 晶 層 １ ３ ０ と を 有 し 、 前 記 下 側 基 板 １ ２ ０ に 複 数 の ゲ ー
ト ラ イ ン １ ４ ０ と デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ と が 形 成 さ れ 、 二 つ の 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン １ ４ ０
と 二 つ の 隣 接 す る デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ に よ り 一 画 素 領 域 が 包 囲 さ れ て お り 、 絶 縁 材 か ら な
る 層 間 絶 縁 層 １ ６ ０ に よ っ て ゲ ー ト ラ イ ン １ ４ ０ と デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ は 互 い に 電 気 的 に
仕 切 ら れ て 、 デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 上 を 覆 う 配 向 層 １ ７ ０ に よ っ て 液 晶 層 １ ３ ０ の 中 の 液
晶 分 子 の 配 向 が 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 画 素 領 域 １ ８ ０ の 構 成 を 示 す
図 で あ る 。 前 記 画 素 領 域 １ ８ ０ は 二 つ の 隣 接 す る ゲ ー ト ラ イ ン １ ４ ０ と 二 つ の 隣 接 す る デ
ー タ ラ イ ン １ ５ ０ に よ り 包 囲 さ れ る て お り 、 前 記 画 素 領 域 １ ８ ０ は 、 共 通 電 極 １ ８ １ と 、
画 素 電 極 １ ８ ２ と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １ ９ ０ と を 有 し 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １
９ ０ の ゲ ー ト 電 極 １ ９ １ は ゲ ー ト ラ イ ン １ ４ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ４ ０ の
駆 動 電 圧 信 号 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １ ９ ０ の 電 気 開 閉 を 制 御 し て お り 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ 素 子 １ ９ ０ の ソ ー ス 電 極 １ ９ ２ は デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 ド レ イ ン
電 極 １ ９ ３ は 画 素 電 極 １ ８ ２ に 接 続 さ れ て お り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １ ９ ０ が 開 い た 場
合 に 、 デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 信 号 電 圧 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子 １ ９ ０ に よ り 画 素 電 極 １ ８
２ に 伝 送 さ れ て い る 。 前 記 共 通 電 極 １ ８ １ は ゲ ー ト ラ イ ン １ ４ ０ に 平 行 な 一 横 線 １ ８ １ ０
と 、 複 数 の デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ に 平 行 な 縦 線 １ ８ １ １ 、 １ ８ １ ２ 、 １ ８ １ ３ 、 １ ８ １ ４ 、
１ ８ １ ５ を 有 し 、 画 素 電 極 １ ８ ２ も ゲ ー ト ラ イ ン １ ４ ０ に 平 行 な 一 横 線 １ ８ ２ ０ と 、 複 数
の デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ に 平 行 な 縦 線 １ ８ ２ １ 、 １ ８ ２ ２ を 有 し 、 さ ら に 、 共 通 電 極 １ ８ １
の 縦 線 １ ８ １ １ 及 び １ ８ １ ２ は デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 近 く に 設 け ら れ 、 か つ 、 縦 線 １ ８ １
１ 及 び １ ８ １ ２ は デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ と 交 差 す る 横 線 １ ８ １ ６ に よ り 接 続 さ れ て お り 、 同
様 に 、 縦 線 １ ８ １ ４ 、 １ ８ １ ５ は 他 の デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 近 く に 設 け ら れ 、 か つ 、 横 線
１ ８ １ ７ に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ は 、 図 ３ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 １ ８ ０ の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 共
通 電 極 １ ８ １ の 縦 線 １ ８ １ １ と １ ８ １ ２ は デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 近 く に 設 け ら れ 、 デ ー タ
ラ イ ン １ ５ ０ は 共 通 電 極 １ ８ １ の 上 に 設 け ら れ 、 か つ 、 層 間 絶 縁 膜 （ 図 に 示 さ な い ） に よ
っ て 共 通 電 極 １ ８ １ と デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ は 互 い に 電 気 的 に 仕 切 ら れ て 、 前 記 共 通 電 極 １
８ １ は デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ と 部 分 的 に 重 ね ら れ た 一 横 線 １ ８ １ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 共 通 電 極 １ ８ １ の 縦 線 １ ８ １ １ 及 び １ ８ １ ２ は デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 上 の 横 線 １ ８ １ ６
に よ っ て 接 続 さ れ て お り 、 そ の た め 、 共 通 電 極 １ ８ １ の 縦 線 １ ８ １ １ 及 び １ ８ １ ２ と デ ー
タ ラ イ ン １ ５ ０ の 間 に 遮 蔽 電 界 が 形 成 さ れ て お り 、 デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ と 画 素 電 極 １ ８ ２
の 縦 線 １ ８ ２ １ の 間 の 寄 生 容 量 を 効 果 的 に 下 げ る こ と が で き 、 実 験 を 通 じ て 証 明 さ れ た よ
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う に 、 前 記 構 成 は デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ と 画 素 電 極 １ ８ ２ の 間 の 寄 生 容 量 の 値 を ８ ０ ％ ほ ど
に ま で 減 ら す こ と が で き 、 デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ と 画 素 電 極 １ ８ ２ の 間 の 妨 害 現 象 を 効 果 的
に 減 ら す こ と が で き る 。 さ ら に 、 共 通 電 極 １ ８ １ と デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ が 互 い に 重 ね ら れ
た 領 域 は 一 横 線 １ ８ １ ６ の み で あ り 、 そ の た め 、 共 通 電 極 １ ８ １ と デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の
間 で 電 流 漏 れ を 発 生 す る 確 率 を 下 げ 、 か つ 、 共 通 電 極 １ ８ １ と デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 間 の
寄 生 容 量 を 下 げ 、 デ ー タ ラ イ ン １ ５ ０ の 中 の 信 号 の 遅 延 現 象 を 改 善 す る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 実 験 で 証 明 さ れ た よ う に 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 上 側 基 板 １ １ ０ と 下 側 基 板
１ ２ ０ の 電 界 差 を 減 ら し 、 液 晶 層 は 上 か ら 下 に か け る 電 界 強 度 の 標 準 差 は 背 景 技 術 に 比 べ
て ７ ０ ％ ほ ど 減 少 し 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 表 示 品 質 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 ２ ８ ０ の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。 第 １ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 １ ８ ０ に 比 べ て 、 本 実 施 形 態 の 画 素 領 域 ２
８ ０ の 共 通 電 極 ２ ８ １ は 、 複 数 の デ ー タ ラ イ ン ２ ５ ０ と 互 い に 交 差 さ れ た 横 線 ２ ８ １ ３ 、
２ ８ １ ４ 、 ２ ８ １ ５ 及 び ２ ８ １ ６ を 有 し 、 共 通 電 極 ２ ８ １ の 縦 線 ２ ８ １ １ と ２ ８ １ ２ を 電
気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ５ ０ と 共 通 電 極 ２ ８ １ の 間 に 一 遮 蔽 電 界
が 形 成 さ れ て お り 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ５ ０ と 画 素 電 極 ２ ８ ２ の 縦 線 ２ ８ ２ １ の 間 の 寄 生 容 量
を 下 げ て 、 妨 害 現 象 を 効 果 的 に 減 ら す こ と が で き 、 共 通 電 極 ２ ８ １ と デ ー タ ラ イ ン ２ ５ ０
の 間 で 電 流 漏 れ が 発 生 す る 現 象 を 減 ら す こ と が で き 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ５ ０ の 信 号 電 圧 の 遅
延 現 象 を 改 善 す る こ と が で き る 。 前 記 横 線 ２ ８ １ ３ 、 ２ ８ １ ４ 、 ２ ８ １ ５ 及 び ２ ８ １ ６ の
数 量 は 、 パ ネ ル の 寸 法 及 び デ ー タ ラ イ ン の 信 号 負 荷 能 力 に よ っ て 調 節 す る こ と が で き る 。
他 の デ ー タ ラ イ ン の 近 く の 共 通 電 極 の 間 に も 対 応 し て 複 数 の 電 気 接 続 物 が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。 本 実 施 形 態 の 画 素 領 域 は 図 ５ に 示 す 画 素 領 域 に 基 づ い て 、 共 通 電 極 ３ ８ １ と デ ー タ ラ
イ ン ３ ５ ０ の 上 方 に 、 さ ら に 一 層 の 共 通 電 極 ３ ８ ２ を 配 置 し 、 前 記 共 通 電 極 ３ ８ ２ の 構 成
は 共 通 電 極 ３ ８ １ と 同 じ で も よ く 、 異 な っ て い て も よ く 、 か つ 、 共 通 電 極 ３ ８ ２ と デ ー タ
ラ イ ン ３ ５ ０ の 間 、 及 び 共 通 電 極 ３ ８ １ と デ ー タ ラ イ ン ３ ５ ０ の 間 に い ず れ も 一 層 の 絶 縁
層 （ 図 に 示 さ な い ） を 有 し 、 共 通 電 極 ３ ８ １ と 共 通 電 極 ３ ８ ２ の 間 は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル
３ ２ ０ に よ っ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 共 通 電 極 ３ ８ １ と 共 通 電 極 ３ ８ ２ の 電 位 を 同 じ
に す る 。 前 記 構 成 に よ り 形 成 さ れ た 遮 蔽 電 界 の 効 果 は 、 よ り 優 れ て い る 。 か つ 、 共 通 電 極
３ ８ ２ は Ｉ Ｔ Ｏ 、 Ｉ Ｚ Ｏ な ど の 透 明 導 電 材 を 利 用 す る こ と が で き る 。 液 晶 表 示 装 置 の 製 造
プ ロ セ ス 中 で 、 Ｉ Ｔ Ｏ 、 Ｉ Ｚ Ｏ 材 を フ ォ ト エ ッ チ ン グ し て 画 素 電 極 を 形 成 す る ス テ ッ プ と
同 時 に 、 共 通 電 極 ３ ８ ２ を 製 造 す る こ と が で き 、 他 の フ ォ ト エ ッ チ ン グ ス テ ッ プ は 不 要 な
た め 、 製 造 プ ロ セ ス を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で
あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 １ ８ ０ に 比 べ て 、 本 実 施 形 態 に か か る 液
晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 ４ ８ ０ の 共 通 電 極 の 縦 線 ４ ８ １ １ は 折 れ 線 で あ り 、 デ ー タ ラ イ ン ４
５ ０ も 前 記 縦 線 ４ ８ １ １ に 向 か い 合 っ て 折 れ て お り 、 画 素 電 極 も 共 通 電 極 に 向 か い 合 っ て
折 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で
あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 １ ８ ０ に 比 べ て 、 本 実 施 形 態 に か か る 液
晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 ５ ８ ０ の 共 通 電 極 の 縦 線 ５ ８ １ １ は 曲 線 で あ り 、 デ ー タ ラ イ ン ５ ５
０ も 前 記 縦 線 ５ ８ １ １ に 向 か い 合 っ て 曲 が っ て あ り 、 画 素 電 極 も 共 通 電 極 に 向 か い 合 っ て
曲 が っ て あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の あ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 従 来 の 他 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 す 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 画 素 領 域 の 一 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ０ ０ 　 液 晶 表 示 装 置
　 １ １ ０ 　 上 側 基 板
　 １ ２ ０ 　 下 側 基 板
　 １ ３ ０ 　 液 晶 層
　 １ ４ ０ 　 ゲ ー ト ラ イ ン
　 １ ５ ０ 、 ４ ５ ０ 、 ５ ５ ０ 　 デ ー タ ラ イ ン
　 １ ６ ０ 　 層 間 絶 縁 層
　 １ ７ ０ 　 配 向 層
　 １ ９ ０ 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 素 子
　 １ ９ １ 　 ゲ ー ト 電 極
　 １ ９ ２ 　 ソ ー ス 電 極
　 １ ９ ３ 　 ド ラ イ ン 電 極
　 １ ８ ０ 、 ２ ８ ０ 、 ４ ８ ０ 、 ５ ８ ０ 　 画 素 領 域
　 １ ８ ２ 、 ２ ８ ２ 　 画 素 電 極
　 １ ８ １ 、 ２ ８ １ 、 ３ ８ １ 、 ３ ８ ２ 　 共 通 電 極
　 １ ８ １ １ 、 １ ８ １ ２ 、 １ ８ １ ３ 、 １ ８ １ ４ 、 １ ８ １ ５ 、 ２ ８ １ １ 、 ２ ８ １ ２ 、 ４ ８ １ １
、 ５ ８ １ １ 　 共 通 電 極 の 縦 線
　 １ ８ １ ０ 、 １ ８ １ ６ 、 １ ８ １ ７ 、 ２ ８ １ ２ 、 ２ ８ １ ３ 、 ２ ８ １ ４ 、 ２ ８ １ ５ 　 共 通 電 極
の 横 線
　 １ ８ ２ ０ 　 画 素 電 極 の 横 線
　 １ ８ ２ １ 、 １ ８ ２ ２ 、 ２ ８ ２ １ 　 画 素 電 極 の 縦 線
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